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Ⅱ 全体の要旨 
 

死者を埋葬した墓室の入口に魔除けの鎮墓像を副葬する習俗は、春秋戦国時代には

じまり、漢・三国・魏晋南北朝を経て、隋唐に至る長期間にわたって、中国南北に及

ぶ広域に拡散し、流行した。その生成・発展・終焉は、王朝の交替、民族移動、対外

交流などと密接な関係があったと考えられる。鎮墓像の消長は、まさに中国文化史の

縮図といっても過言ではない。 

鎮墓像は発見以来、美術史学・文献史学において、鎮墓像の用途・機能の解読に力

が注がれてきた。しかし、文献史料が皆無に等しく、史料からのアプローチには限界

があった。また、考古学界においても、鎮墓像を年代決定の参考資料としては重視し

てきたものの、主対象として検討したものは少なく、個別事例の検討に留まっている。

資料集成も不十分で、体系的な編年が構築されていないのが現状である。それゆえ、

本論では鎮墓像資料を悉皆的に集成し、考古学的手法を用いて鎮墓像の編年を構築す

ることを第一目標とした。これによって、墓葬の年代決定の重要な基準資料を得るこ

とが可能になり、ひいては中国古代墓葬の変遷とその意義の探究にまで研究の射程が

広がる。 

この視点から、本論ではまず鎮墓像資料の全体を考慮しながら分類・再定義した。

差が顕著である体躯姿勢を中心に、その他の諸特徴を加味して、中国古代鎮墓像を「鎮

墓神」、「鎮墓獣」、「鎮墓俑」の３つに大別した。そして鎮墓神は２類（Ⅰ類「方

柱状の身部」・Ⅱ類「円柱状の身部」）、鎮墓獣は３類（Ⅰ類「四足歩行型」・Ⅱ類「蹲

踞型」・Ⅲ類「伏臥型」）、鎮墓俑は３類（Ⅰ類「人獣型」・Ⅱ類「人型」・Ⅲ類「神

将型」）にそれぞれ細分し、計３大別８類とした。 

次に、各類の鎮墓像を地域差や時期差を考慮に入れて、編年を完成させた。その上

で、個々に組み上げた編年を総合し、中国古代鎮墓像の変遷過程と画期、さらに分布

の傾向を見出した。 

その結果、鎮墓像の変遷を、「獣」と「人」の要素の消長を基準に３時期に区分し

て認識することができた。分布域は南方地区、北方地区と境界地区の大きく３つの地

区に分けられる。各地区は、楚文化圏（Ⅰ区）、漢文化圏（Ⅱ区）、胡漢一体文化圏

（Ⅲ区）に対応する。分布圏内の鎮墓像を「楚系」・「漢系」・「胡漢系」鎮墓像と

して、変遷と分布を対応させて検討した結果、各系統の鎮墓像の出現・消長が、王朝

の交替、民族の移動、対外交流と密接に結びついていたことが明らかになった。 

 

Ⅲ 各章節の要約 
 

第１章では、研究史と用語を整理し、研究方法と目的を示した。鎮墓像の研究史は、第

１段階（1930～40 年代）、第２段階（1950～90 年代）、第３段階（2000 年代～現在）

に区分できる。第１段階は水野清一による「鎮墓獣」命名、伝長沙出土の楚の鎮墓獣の紹

介と初歩的検討にとどまるが、第２段階で漢～隋唐の様々な鎮墓獣が発掘され、第３段階



にいたって美術史学・文献史学・考古学による本格的な研究が増加した。ただし、これら

の研究は、分類と用語が鎮墓像全体を見通した体系的なものではなく、編年も特定の時期

や地域を対象としたものに限られ、各種の鎮墓像の出現や終焉についての系統的な説明が

不明であり、それらが課題として残っている。戦国時代楚の鎮墓像が「祖重」すなわち先

祖の魂の憑代を意味する言葉で呼ばれていたという説には疑問があり、人獣区別しがたい

神像として「鎮墓神」と呼び、それ以外は、獣形のものを「鎮墓獣」、人形のものを「鎮

墓俑」と呼び分ける必要がある。そのうえで、紀年墓を基準としつつ、非紀年墓出土の資

料をも型式学的に検討することで、体系的な編年を行った。 

第２章では、戦国時代楚の鎮墓像、すなわち鎮墓神の編年を行った。この鎮墓神の用途

については、鎮墓神説以外に、「祖重」（先祖の魂の憑代）説、山神説、竜神説、土伯（土

中の怪物）説など様々な説がある。しかし、鎮墓神の祖型となる木製品に、墓を守るため

に副葬されることのある鹿角が結合し、鎮墓の性格を有する鎮墓神が誕生したと考える。

鎮墓神は方柱形の身と偏平な顔を有するⅠ類と円柱・方柱形の身と突出した顔を有するⅡ

類に大別され、紀元前5 世紀中ごろに湖北省にⅠ類が成立・展開した後、紀元前４世紀

初めに湖南省・河南省にⅠ類が広がるとともにⅡ類が出現するが、紀元前４世紀中ごろに

は衰退し始め、紀元前３世紀後半にはとだえる。秦の成立により楚の鎮墓習俗は抑圧され

たが、前漢以降の「人獣型」鎮墓俑に影響を与えたと考える。 

第３章では、漢代から南北朝時代にかけての鎮墓獣の編年を行う。鎮墓獣全体を「四足

歩行型」と「蹲踞型」「伏臥型」に分け、全体の編年を行った。従来は北朝以降の紀年墓

から出土する「蹲踞型」に研究が集中しており、「四足歩行型」は紀年墓から出土するこ

とが少ないため、編年が行われてこなかった。「四足歩行型」は尾の形態や姿勢などから

型式分類可能で、古い一角獣の形態が前漢晩期に甘粛省に、やや遅れて陝西省に出現する。

後漢後期に小型化したものが河南省南部・湖北省北部に出現する。この小型化したものは

三国時代以降、長江中・下流域に広がる。一方、中原地域にも三国時代まで漢代の形態を

とどめたものが残るが、北朝以降は「蹲踞型」およびこの系譜にある「伏臥型」に代わる。

南北朝期には、北朝では「蹲踞型」「伏臥型」、南朝では「四足歩行型」が分布する。 

第４・５章では、漢代から南北朝時代にかけての鎮墓俑の編年を行う。鎮墓俑は特に、

人間もしくはこれに類する形態の鎮墓像として定義している。鎮墓俑は鎮墓像としてでは

なく、副葬品として研究されることが多く、鎮墓俑としての研究は進んでいない。本論で

は鎮墓俑を漢代から三国時代に見られる「人獣型」（人と獣の特徴が混在しているもの）、

三国時代から北朝に見られる「人型」、盛唐に見られる「神人型」（仏像の天王像）に区

分し、前二者について論じた。「人獣型」は南方地域に限って分布し、前漢早期に淮河流

域と長江中流域に出現する。後漢には長江中流域と四川省・雲南省周辺に形態の異なるも

のが分布し、三国時代には長江中流域のみに残る。一方、「人型」は北方の中原地域を中

心に分布し、盾や手をあげるⅠ類「持盾・物」と、盾を置くⅡ類「按盾」に区分される。

前者は関中・雲代・洛陽地区に三国時代から北魏にかけて分布し、以後、関中地区のみに

分布する。後者は遅れて北朝後半に鄴城・晋陽地区に分布する。この「人型」鎮墓俑は、

洛陽を中心として展開し、洛陽に都をおいた西晋および北魏それぞれの時代に独自の型式



を生み出し、王朝の盛衰と関係する。 

第６章では、以上の編年の結果をまとめ、型式変遷の実態について検討した。第１段階

（春秋戦国時代～前漢）は楚の鎮墓神から前漢の人獣未分化「人獣型」鎮墓俑が盛行する

段階で、鹿角をつけた像が特徴的で獣への信仰に依存していたと考えられる。第2 段階

（後漢・三国・西晋・十六国・南朝）は獣型と人型が分化して用いられる段階で、「四足

歩行型」鎮墓獣と「人型」鎮墓俑・「人獣型」鎮墓俑がペアで用いられた。第3 段階（北

朝・隋唐）は、「蹲踞型」鎮墓獣と「人型」鎮墓俑が用いられるが、鎮墓獣は獣人同体の

造形になり、「人型」鎮墓俑も神格化され神人同体化する。 

以上の変遷において、王朝の交代と関係する鎮墓像の「空白期」を指摘できる。すなわ

ち、秦～前漢前半の空白期は、秦の統一により、鎮墓の習俗が抑圧されたためと考えられ

る。南方で残存した鎮墓の習俗は前漢で復興する。ただし、北方で新たに登場する「四足

歩行型」鎮墓獣は西域を通じて西方から伝来した一角獣を霊獣として採用した。この習俗

を取り入れた墓は地方官人のものと推定され、上位の支配階層のものではない。しかし、

西晋にいたって、この型式の鎮墓獣を採用する墓は支配階層まで広がる。ところが、十六

国・東晋時代にいたると、鎮墓獣の副葬は中断し、第２の「空白期」になる。その後、北

方では新たに「蹲踞型」・「伏臥型」鎮墓獣が登場する。 

以上、中国古代の鎮墓像について、起源にさかのぼって考察し、全体を把握するために

型式区分と編年を行うとともに、型式変遷の意義を考察した。 

 

Ⅳ 成果のまとめ 
 

本論文は、春秋戦国時代から南北朝時代におよぶ非常に長期間に及ぶ時代を通じて、鎮 

墓像という埋葬習俗に用いられた中国全土の考古資料を体系的に分類し、編年したうえで、 

その変遷の実態について論じたものである。これまでの研究は、美術史、考古学、歴史学

といった立場から研究がおこなわれてきたが、いずれも一部の時代・地域に限定したもの

であり、全体を体系的に把握する研究は初めてである。本論文の第一の意義はその点にあ

る。本論文には、462 点の鎮墓像集成表が図とともに添付されているが、この集成も評価

が高かった。本論文は、従来の諸研究が対象とした時代や地域を大きく越えており、今後

の鎮墓像研究にとって必ず参照すべき基礎的研究となるはずである。 

本論文では、鎮墓像の呼称・型式分類を体系的に行っている。この型式分類は考古学の

正統な方法であり、各鎮墓像の部位や姿勢などに関する分類基準としての属性を詳細に検

討し、精緻な型式分類を行っている。各型式の編年は、鎮墓像が出土した墓の紀年銘およ

び年代が明らかな副葬品に依拠しており、年代の不明なものは、自らの型式分類にもとづ

いた型式学的検討を行っている。その結果、おおむね各型式は30年間程度の時間幅の中に

位置づけられ、編年の精度は非常に高いと考えられる。このように、客観的な年代を与え

つつ、詳細な型式変遷を示すことができたことも、本論文の評価すべき点である。その編

年の成果は、文章で詳述するだけではなく、それぞれの型式がいつ、どこに分布するか、

明瞭に把握できる型式変遷図で詳細に示している。それぞれの型式の系統的関係が矢印な



どで明示され、非常にわかりやすい。この変遷図によって、断片的な研究では見えてこな

かった大局的な変遷、長期的な埋葬習俗の変化が明らかにされており、鎮墓像にとどまら

ず、中国古代の墓制や文化を把握する上でも極めて意義深い視点を提供できる。型式変遷

の具体的な成果については論旨に述べているが、特に、鎮墓神・鎮墓獣・鎮墓俑それぞれ

の系統的関係を各型式の起源にさかのぼって追求し、楚の鎮墓神と前漢の長江中流域「人

獣型」鎮墓獣との関係を明らかにした点は重要である。また、北方ではこれとは別に前漢

で「四足歩行型」鎮墓獣が出現し、南方へも影響を与えるという編年研究上の成果や、南

北朝時代の鎮墓像各型式の変遷に見られる地域性に関する詳細な理解は、本論のような長

期的かつ広域的な研究によって明らかになった重要な成果である。 

また、このような長期的変遷の画期は王朝の交代に対応しているという指摘や、鎮墓習 

俗が認められない時期（「空白期」）の指摘も、その解釈について異論をはさむ余地はあ

るものの、本研究ではじめて明らかにされた事実であり、今後の研究課題としても重要な

指摘である。 
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